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平
成
二
十
年
度
は
、次
の
三
つ

の
柱
を
基
本
方
針
に
掲
げ
ま
す
。

市
民
参
画
と
協
働
を
基
本
に
、

よ
り
一
層
効
率
的
、
効
果
的
な

行
政
運
営
を
目
指
し
、「
親
切
・

て
い
ね
い
・
迅
速
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、「
市
民
の
目
線
」
に
立
っ
た
、

明
る
く
気
持
ち
の
良
い
市
役
所

を
目
指
し
ま
す
。

例会（２月25日）において、山中健市長が表明
お知らせします。
所北館１階行政情報コーナー、市ホームペー

度施政方針の概要 ま
ち
づ
く
り
の
目
標

行政経営課　緯38-2009

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

◇
県
民
交
流
広
場
事
業
を
活

　
用
し
て
翠
ケ
丘
地
区
集
会

　
所
の
内
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

安
全
と
防
災
の
確
保

◇
防
災
士
の
育
成
、
自
主
防
災

　
組
織
の
活
性
化
に
取
り
組

　
み
ま
す
。

◇
新
消
防
本
部
庁
舎
の
完
成
に
合
わ
せ
、

　
高
機
能
消
防
指
令
装
置
・
資
機
材
搬
送

　
車
等
を
導
入
し
、
消
防
力
を
充
実
強
化

　
し
ま
す
。

◇
自
主
防
犯
組
織
へ
の
支
援
を
行
う
と
と

　
も
に
、
警
察
・
防
犯
協
会
等
と
の
連
携

　
強
化
に
努
め
ま
す
。

◇
自
転
車
通
行
帯
の
区
分
、
阪
神
電
車
打
出

　
南
宮
踏
切
内
の
歩
道
整
備

　
や
阪
神
芦
屋
駅
・
市
役
所
周

　
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

　
ど
、市
内
の
交
通
安
全
施
設

　
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◇
学
校
園
・
保
育
所
に
対
す

　
る
交
通
安
全
教
育
の
充
実

　
や
、
交
通
安
全
教
室
を
開

　
催
し
、
自
転
車
の
安
全
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

環
境
適
合
型
社
会
の
形
成

◇
リ
ユ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
ご
み

　
を
減
量
化
す
る
と
と
も
に
、
買
物
袋
持

　
参
運
動
等
に
よ
り
、
レ
ジ
袋
の
削
減
を

　
推
進
し
ま
す
。

　
活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

　
生
活
環
境
づ
く
り

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
と
充
実

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
理
解
し
や
す

　
い
広
報
に
努
め
ま
す
。

◇
四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
か
た
を
対

　
象
に
特
定
健
康
診
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◇
特
定
保
健
指
導
事
業
を
実
施
し
、
生
活

本会議で施政方針を

表明する山中健市長

市民参画協働推進計画を公表します

午前10時～
会場　総合
参加費　１
1,000円　■
＊公園内
可。南、北
■申し込
スで住所・
ース数を記
でにＰＭＯ
事務局（岩
827）へ

遊会

店者募集

　芦屋市市民参画協働推進会議で議論を重ねて意見
をいただき、「芦屋市市民参画協働推進計画」(案)を作
成しました。この案について、市民の皆さんからの
ご意見を募集したところ、２人・９件のご意見をい
ただきました。そのご意見も反映し、「市民参画協働
推進計画」を策定しました。
【市民参画協働推進計画】
《第１章　推進計画の基本的な考え方》
■計画策定の目的
　●「第３次芦屋市総合計画」（平成12年度策定）に市
　　政の根幹として、「市民参画・協働推進による市
　　政の推進」を規定しています。市民と市が互いに
　　信頼し、責任を持ち、協力し合うことにより、
　　参画協働による地方分権社会にふさわしい新し
　　い芦屋のまちづくりを推進することが必要です。
　●市民と市が共に考え、共に取り組むためのルー
　　ルと施策の基本的な方向性を明らかにした「芦
　　屋市市民参画・協働推進の指針」（平成18年２月
　　策定）に基づき、本市の市政に対する市民の参画
　　を推進するための基本的な事項を定め、市民と
　　市が協働による住みよいまちをつくることを目
　　的とした「芦屋市市民参画及び協働の推進に関
　　する条例」（平成19年９月施行）を法的根拠とし
　　て、市の市政に対する市民の参画を推進し、市
　　民と市が協働による市政を計画的に、市民の皆さ
　　んとともに進めていくために推進計画を定めま
　　した。
■計画の期間
　　本計画は、平成19年度からおおむね５年間とし
　　ます。（２月策定）なお計画は、社会情勢の変化お
　　よび市民参画の推進状況に応じて見直しを行い
　　ます。
《第２章　推進計画》
■基本理念　市民参画と協働による住みよいまちづくり
　●平成12年４月「地方分権一括法」が施行され、
　　本市をはじめとして全国の地方自治体は、国と
　　対等の関係のもとに、地域の実情に沿った市政を
　　実践していくことが求められています。
　●市は、震災の復興過程で市民と市が一丸となり
　　協働し、共に苦労を分かち合い芦屋市を再生し

　　た経験を生かし、市民と市の連携により真に豊
　　かで個性的な暮らしやすいまちづくりを進めます。
　●市民と市は、互いに市民参画協働推進に向けて
　　情報の共有化や参加機会の拡充、まちづくり活
　　動の促進を図り、「市民と市の参画協働による住
　　みよいまちづくり」の実現を目指します。
■基本目標
　　市民参画協働の推進に当たって市は、芦屋のま
　　ちにふさわしい参画と協働を推進するため、基
　　本目標を掲げ具体的に取り組みます。
　●基本目標１＜意識づくり＞ 
　　市民参画協働への意識と意欲を高めます
　　・受信した情報を正確に分かりやすく伝えるた
　　　　めの環境を整備します。
　　　→ホームページの活用による情報の受信およ
　　　　び発信をします。
　　　→ 多様な媒体による情報伝達方法の工夫に努
　　　　めます。
　　・まちづくりや市民参画協働の推進にかかわる
　　　学習機会の充実に努めます。
　　　→市民に向けての参画協働の啓発と意識の醸成
　　　→学習機会の充実
　　　→新たな担い手の育成
　　　→市民活動の人材育成とリーダー育成の実施
　　・市職員に参画協働に関する研修を実施します。

問い合わせ　市民参画課　緯38-2007

１

　
健
や
か
で
ぬ
く
も
り
の

　
あ
る
福
祉
社
会
づ
く
り

２

　
と
と
も
に
、認
定
救
命
士
の
養
成
を
行
い
、

　
救
急
業
務
の
高
度
化
を
推
進
し
ま
す
。

◇
芦
屋
病
院
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら

　
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
へ
向
け
、
円
滑

　
に
移
行
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

◇
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
医
療
機
器

　
の
更
新
に
よ
り
、
安
全
で
良
質
な
医
療

　
を
提
供
し
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
を

　
の
充
実
と
運
営
経
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。

◇
介
護
保
険
事
業
で
は
、
生
活
機
能
評
価

　
を
実
施
し
、
介
護
予
防
事
業
と
一
体
的

　
に
取
り
組
み
ま
す
。

基本方針

　●基本目標２＜手法の整備＞
　　多様な市民参画の手法を整備します
　　・市の施策などの策定過程においては、企画立
　　　案の段階から市民への説明を行うとともに、
　　　市民参画の手続きに関する制度を整備します。
　　　→審議会等の活用
　　　→市民提案の活用
　　　→ ワークショップの開催
　　　→ パブリツクコメントの活用
　　　→新たな市民参画の手法の調査研究
　●基本目標３＜環境の整備＞
　　市民活動を高めるための環境を整備します
　　・行政情報を積極的に発信するよう努めます。
　　・協働の拠点の整備と充実を図ります。
　●基本目標４＜仕組みづくり＞
　　市民参画協働推進の仕組みを整備します
　　・市民参画協働推進の組織体制を整備します。
　　・参画協働事業を支える仕組みづくりを行います。
　　　→市民参画協働推進システムの整備に努めます。
　　　→参画協働を評価する仕組みを検討します。
　　・新たな活動に対する支援に努めます。
　●基本目標５＜市民参画協働事業の推進＞
　　市民参画協働事業を推進します。市民参画・協
　　働の推進をするための新たな協働事業を検討し
　　ます。

◇
「
第
２
次
芦
屋
市
環
境
計
画
」に
基
づ
き
、

　
環
境
保
全
の
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◇
「
第
２
次
芦
屋
市
環
境
保
全
率
先
実
行

　
計
画
」
に
基
づ
き
、
温
室
効

　
果
ガ
ス
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

◇
京
都
精
華
大
学
と
の
協
働

　
に
よ
り
構
築
し
た
「
環
境
マ

　
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
の

　
有
効
な
運
用
を
図
り
、
環
境

　
へ
の
負
荷
の
低
減
に
努
め
ま
す
。

◇
国
等
に
対
し
、
国
道
四
十
三
号
お
よ
び

　
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
の
自
動
車
排
出

　
ガ
ス
や
騒
音
な
ど
の
実
効
性
の
あ
る
対

　
策
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◇
「
市
民
マ
ナ
ー
条
例
」
の
周
知
・
啓
発

　
を
進
め
、
迷
惑
行
為
の
防
止
や
環
境
美

　
化
を
推
進
し
ま
す
。

人
権
の
尊
重
と
平
和
施
策
の
推
進

◇
人
権
意
識
を
高
め
、
人
権
尊
重
の
理
解

　
を
深
め
る
よ
う
、「
芦
屋
市
人
権
教
育
・

　
人
権
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
」

　
に
基
づ
き
、
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

◇
商
工
団
体
と
連
携
し
、
商
店
街
な
ど
の

　
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

◇
市
内
事
業
者
支
援
と
し
て
、
融
資
制
度

　
の
迅
速
な
対
応
・
信
用
保
証
料
の
助
成
、

　
金
融
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

消
費
生
活
へ
の
支
援

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
よ
る
架
空
請

　
求
や
振
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
の

　
た
め
、
相
談
業
務
の
充
実
や
出
前
講
座
、

　
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
等
を
行
い
ま
す
。

◇
多
重
債
務
者
の
相
談
窓
口
の
広
報
に
努

　
め
る
と
と
も
に
、
兵
庫
県
弁
護
士
会
・

　
兵
庫
県
司
法
書
士
会
等
と
の
連
携
の
も

　
と
、
債
務
整
理
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　
参
画
と
協
働
に
よ
る
新
し
い
時
代

へ
の
対
応
と
財
政
健
全
化
を
図
り
、

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
、行

政
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
な
ど
、自
立

し
た
発
展
と
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
良
い
ま
ち
芦
屋
の
創
造

　「
安
全
と
環
境
の
ま
ち
」「
一
度
は
訪

れ
て
み
た
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
よ
り

一
層
美
し
く
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
の
啓
発
と
指
導
を
行
い

ま
す
。

次
世
代
の
た
め
の
環
境
基
盤
整
備
　

　「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」
を
発
信
し
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
す
く

す
く
と
育
ち
、
勉
学
に
励
む
こ
と
の

で
き
る
環
境
基
盤
の
整
備
に
力
を
注

ぎ
ま
す
。

　
施
し
、
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
処
理
を
行

　
う
な
ど
、
児
童
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

◇
妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
回
数
を
拡
充
し
、

　
助
成
の
限
度
額
を
増
額
し
ま
す
。

消防庁舎完成予定図

市民参画の手続き・パブリックコメントの結果　　（平成19年12月25日～20年１月24日実施）　
■意見・提案の内訳　意見提出２人、個別意見９件
■意見等の取り扱い
　実施に当たり考慮（計画に基づき具体化する段階で意見内容を考慮するもの）３件
　原案で考慮済み（意見の趣旨はすでに原案に織り込み済みのもの）１件
　説明（計画案の趣旨を説明し、理解を得るもの）２件、回答（質問に対しての答え）３件
■個別意見　配布冊子（市民参画課窓口ほか）および市ホームページでご覧ください。
　＊「実施に当たり考慮」要旨
　　情報の受信、一元化、共有および発信しやすい環境を整備するためのシス
　　テム構築をどのように具体化するのか考える必要がある／インターネット
　　を活用した参画情報や地域の身近な協働情報を、受信、一元化、共有およ
　　び発信するには、『新しいシステムの構築』が必要／「あしや市民（活動）大
　　学講座」計画の提案

５

 芦屋の動き 平成20年度芦屋市の取り組み
 芦屋市政キララ 震災復興のシンボルロード山手幹線
 芦屋川を除く全線開通。
トピックス 10周年記念　潮芦屋フェスティバル
 芦屋市造形教育展・幼小合同展　
 お知らせ 還付金詐欺にご注意を！　　　　
ドラマサーティ メタボ物語
 市民の時間 タウンウォッチング　公光町

４
月

放送時間
〔30 分〕芦屋市広報番組　あしや30サーティーmin.

※「J:COMスペシャルデー」のため、４月６日の④の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　緯38-2006　■CATV全般に関する問い合わせ
㈱ケーブルネット神戸芦屋(J：COM)カスタマーズセンター　錆0120-13-8160

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:00

⑤22:30

※ビデオ
　テープ
　貸出可

　平成20年第１回市議会定例
しました施政方針の概要をお
　施政方針の全文は、市役所
ジでご覧になれます。

平成20年度

問い合わせ　

◇
特
定
保
健
指
導
事
業
を
実
施
し

生
活

　
習
慣
病
へ
の
対
策
を
充
実
し
ま
す
。

◇
「（
仮
称
）あ
し
や
健
康
増
進
計
画
」
の

　
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

◇（
仮
称
）芦
屋
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
平

　
成
二
十
二
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

　
て
、
財
団
法
人
木
口
ひ
ょ
う
ご
地
域
振

　
興
財
団
等
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

◇
救
急
救
命
士
の
養
成
、研
修
等
に
努
め
る

学
校
教
育
の
充
実

◇
知
・
徳
・
体
の
調
和
し
た
「
人
間
力
」

　
の
育
成
を
め
ざ
し
て
様
々
な
教
育
活
動

　
を
進
め
ま
す
。

◇「
ブ
ッ
ク
・
ワ
ー
ム（
本
の
虫
）、芦
屋
っ

　
子
」
の
育
成
を
目
指
し
、「
子
ど
も
読

　
書
の
街
づ
く

　
り
」に
取
り

　
組
み
ま
す
。

◇
学
習
指
導
員

　
を
増
員
し
、

　
学
力
差
の
解

　
消
に
向
け
た

　
取
り
組
み
を

　
進
め
ま
す
。

◇
特
別
支
援
教

　
育
セ
ン
タ
ー

　
を
拠
点
と
し
、専
任
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

　
を
中
心
に
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
普
通
教
室
の
空
調
設
備
導
入
を
契
機
と

　
し
て
、
学
習
と
実
践
を
一
体
化
さ
せ
た

　
環
境
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

◇
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、
実
践

　
的
な
道
徳
性
お
よ
び
規
範
意
識
の
向
上

　
に
努
め
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
で
は
、
児
童
生

　
徒
が
生
涯
に
わ
た
り
運
動
に
親
し
む
態

　
度
、
芸
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
る

　
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◇
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
し
、
学

　
校
と
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
積

　
極
的
な
連
携
に
よ
り
子
ど
も
の
安
全
を

　
守
る
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

◇
幼
稚
園
教
育
で
は
、
幼
児
の
興
味
や
関

　
心
に
基
づ
い
た
体
験
を
通
し
て
、
豊
か

暮
ら
し
や
す
く
質
の
高
い
市
街
地
の
形
成

◇
地
区
計
画
の
策
定
は
、
地
域
に
根
ざ
し

　
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
啓
発
、
支
援
に

　
努
め
ま
す
。

◇「
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

　
に
基
づ
き
、
優
れ
た
住
環
境
を
保
全
・

　
育
成
し
ま
す
。

◇
南
芦
屋
浜
地
区
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め

　
ま
す
。
住
宅
分
譲
と
と
も
に
セ
ン
タ
ー

　
ゾ
ー
ン
Ⅱ
期
地
区
で
も
、
県
企
業
庁
と

　
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

快
適
な
交
通
体
系
の
整
備

◇
山
手
幹
線
事
業
用
地
の
買
収
を
完
了
さ

　
せ
、兵
庫
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、平
成

　
二
十
二
年
度
末
完
成
に
向
け
、芦
屋
川
横

　
断
部
工
事
を
進
め
ま
す
。

◇
公
益
灯
の
照
度
ア
ッ
プ
や
舗
装
等
の
改

　
修
、Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
西
の
第
一
跨
線
橋
高
欄

　
の
改
修
工
事
に
よ
り
、
歩
行
者
、
通
行
車

　
両
等
の
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
を
進
め
る
と

　
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
北
側
の
歩
道
内
自

　
転
車
駐
車
場
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
生
活
基
盤
の
充
実

◇
市
営
住
宅
等
へ
の
入
居
者
選
考
に
当
た
り
、

　
暴
力
団
員
の
排
除
お
よ
び
迷
惑
行
為
の
禁

　
止
規
定
を
設
け
、
安
全
・
安
心
な
住
生
活

　
の
確
保
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

◇「
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
」

　
を
作
成
し
ま
す
。

◇
芦
屋
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
く

　
新
た
な
支
援
策
を
創
設
し
ま
す
。

◇
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業
に
よ

　
り
、
市
内
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
、
耐

　
震
改
修
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

◇
上
水
道
通
水
開
始
七
十
周
年
を
迎
え
、

　
記
念
事
業
と
し
て
、
市
立
小
中
学
校
の

　
水
飲
み
場
の
直
結
給
水
を
実
施
し
ま
す
。

◇
南
芦
屋
浜
地
区
お
よ
び
街
路
事
業
区
域

　
内
の
公
共
下
水
道
整
備
を
施
工
し
、
市

　
街
地
に
お
け
る
老
朽
管
の
更
生
・
布
設

　
替
工
事
を
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
協
働
シ
ス
テ
ム
の
実
現

◇
広
報
紙
は
文
字
を
一
・
五
ポ
イ
ン
ト
大

　
き
く
、
読
み
や
す
く
し
ま
す
。

◇
広
報
市
民
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
も
と
に
、

　
わ
か
り
や
す
い
広
報
紙
の
作
成
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

◇
「
芦
屋
市
市
民
参
画
協
働
推
進
計
画
」

　
に
基
づ
き
、「
あ
し
や
市
民
活
動
セ
ン

　
タ
ー
」
を
拠
点
に
、
市
民
と
市
の
協
働

　
に
よ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

◇
南
宮
ポ
ン
プ
場
施
設
改
築
工
事
を
行
い

　
ま
す
。

◇
あ
し
や
温
泉
は
、建
物
等
を
建
て
替
え
る

　
た
め
設
計
に
着
手
し
、平
成
二
十
二
年
四

　
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

個
性
と
風
格
の
あ
る
街
並
み
の
創
造

◇
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

　
に
向
け
、
景
観
地
区
の
指
定
や
、
景
観
条

　
例
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

◇「
庭
園
都
市
あ
し
や
」を
実
現
す
る
た
め
、

　「
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
２
０
０
８
」や「
花

　
と
緑
の
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
、花
い
っ

　
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇
住
宅
地
内
の
潤
い
や
良
好
な
景
観
を
形

　
成
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業

　
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
緑
の
保
全
地
区

　
指
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◇
公
園
現
況
調
査
の
意
見
を
踏
ま
え
、
公

　
園
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
改
修
工

　
事
を
行
い
ま
す
。

◇
「
芦
屋
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

　
想
」
の
重
点
整
備
地
区
内
に
お
け
る
ト

　
イ
レ
や
公
園
路
の
段
差
解
消
等
の
バ
リ

　
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

緑化等環境保全事業

に助成

　緑化や植樹などの事業
（生垣緑化や壁面・駐車場・
屋上などの緑化）に必要な
費用の２分の１（限度額20
万円）を助成します。
■申し込み　公園緑地課に
ある申込用紙に必要事項を
記入し、５月15日（木）まで
に公園緑地課へ。■交付決
定　審査の上、決定。交付
対象額が予算額を超える場
合は、抽選。

■日時　５月18日（日）
午後３時30分　■会
公園芝生広場　■参
ブース（３ｍ×３ｍ）1
募集数　40ブース　
への車乗り入れは不可
に有料駐車場有り。　
み　はがきかファクス
氏名・電話番号・ブー
入し４月30日（水）まで
あしや「楽市楽座」
園町12-14 FAX22-08

　市内の花壇や個人の庭51カ所
を期間中公開しています。たく
さんのかわいい草花が皆さんを
お待ちしています。マナーを守
って観賞しましょう。
■パンフレット配布場所　市役
所１階ロビー、公園緑地課、ラポ
ルテ市民サービスコーナー、総合
公園緑の相談コーナー　■開催期間　４月19日～29
日・午前10時～午後４時　＊開催日限定会場あり

春の大園遊

「楽市楽座」出店

オープンガーデン2008

問い合わせ　公園緑地課　緯38-2065

５

　
な
心
情
や
自
ら
取
り
組
む
意
欲
、
健
全

　
な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
態
度
な

　
ど
「
人
間
力
」
の
基
礎
を
育
成
し
ま
す
。

◇
精
道
・
山
手
中
学
校
、
朝
日
ケ
丘
・
浜

　
風
小
学
校
の
普
通
教
室
、
岩
園
・
潮
見
・

　
浜
風
幼
稚
園
の
遊
戯
室
に
空
調
設
備
を

　
導
入
し
ま
す
。

◇
精
道
中
学
校
、
朝
日
ケ
丘
小
学
校
の
耐

　
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
朝
日
ケ
丘
小
学
校
の
ト
イ
レ
改

　
修
、
精
道
・
山
手
中
学
校
の
放
送

　
調
整
卓
の
更
新
な
ど
、設
備
機
器

　
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

生
涯
学
習
社
会
の
実
現

◇
生
涯
学
習
へ
の
高
い
期
待
に
応

　
え
る
た
め
、「
生
涯
学
習
推
進

　
基
本
構
想
」
の
見
直
し
を
行
い

　
ま
す
。

◇
美
術
博
物
館
の
改
修
工
事
を
行

　
う
と
と
も
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー

　
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
設
計
に
着
手

　
し
ま
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
「
後
期
５
カ

　
年
計
画
」
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◇
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
解
体
撤

　
去
工
事
を
行
い
ま
す
。

◇
市
制
七
十
周
年
と
な
る
平
成
二
十
二
年

　
の
発
刊
に
向
け
、「
芦
屋
市
史
―
現
代

　
編
―
」
編
集
に
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

◇
「
第
２
次
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動

　
計
画
（
後
期
計
画
）」に
基
づ
く
施
策
を

　
展
開
し
ま
す
。

◇
「（
仮
称
）芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
推
進

　
条
例
」
を
制
定
し
ま
す
。

◇
男
女
協
同
参
画
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点

　
と
し
、講
座
や
相
談
事
業
な
ど
男
女
共
同

　
参
画
推
進
の
た
め
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
の
自
立
を

　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
す
る
社
会
の
実
現

◇
「
高
齢
者
バ
ス
運
賃
半
額
助
成
制
度
」

　
を
復
活
し
ま
す
。

◇
山
手
中
学
校
校
区
に
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー
を
増
設
し
、
総
合
相
談
機
能
の

　
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
和
風
園
は
、
四
月
か
ら

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
人
と
文
化
を
　
　
　

育
て
る
ま
ち
づ
く
り

３

に
取
り
組
み
ま
す

◇
「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
」
の
策

　
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
心
と
体
を

豊
か
に
は
ぐ
く
む
社
会
の
実
現

◇
「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

　
画
」
後
期
計
画
の
策
定
に
着

　
手
し
ま
す
。

◇
公
立
保
育
所
四
施
設
の
耐
震
診
断
を
実

　
快
適
で
う
る
お
い
の

　
あ
る
都
市
づ
く
り

４

　
現
を
目
指
し
ま
す
。

効
率
的
な
市
役
所
シ
ス
テ
ム
の
確
立

◇
民
間
事
業
者
を
活
用
し
た
電
話
催
告
業

　
務
を
実
施
し
、
市
税
徴
収
率
の
向
上
を

　
図
り
ま
す
。

◇
課
長
級
以
上
の
職
員
を
対
象
に
業
績
 

　
評
価
と
能
力
評
価
を
実
施
し
、人
材
育

　
成
の
観
点
を
視
野
に
入
れ
、
能
力
・
実

　
績
主
義
に
基
づ
く
人
事
管
理
制
度
の
導

　
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
第
四
次
芦
屋
市
総
合
計
画
の
策
定
に
向

　
け
、
第
三
次
総
合
計
画
の
総
括
と
検
証

　
の
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

助
成
の
限
度
額
を
増
額
し
ま
す

◇
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
に
着

　
手
し
、
子
育
て
に
関
す
る
取
り
組
み
を

　
進
め
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
社
会
参
加
の
実
現

◇
「
芦
屋
市
障
害
者（
児
）福
祉
計
画
第
五

　
次
中
期
計
画
」
お
よ
び
「
芦
屋
市
障
害

　
福
祉
計
画（
第
二
期
）」
の
策
定
に
取
り

　
組
み
ま
す
。

市
民
交
流
の
促
進

◇
「
在
住
外
国
人
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、

　
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
生
活
情
報
提
供
等
の

　
充
実
に
努
め
ま
す
。

読書を楽しむ子どもたち

南芦屋浜地区

　

市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る

　
  自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り


